
2013 年度 小委員会活動成果報告 
（2014 年 2 月 1 日作成） 

小委員会名 免震構造小委員会 主 査 名：菊地 優 
就任年月：2013 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

構造委員会 
（振動運営委員会） 

委員長名：緑川光正 
主 査 名：宮本裕司 

設 置 期 間    2013 年 4 月  ～  2017 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

2013 年度：免震構造に関する現状分析と未解決課題の抽出 
2014 年度：3.11 における免震構造のパフォーマンスを調査・整理 
2015 年度：過大地震入力に対する免震構造のあり方について検討 
2016 年度：シンポジウム・刊行物等による活動結果の公表 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：有 

主査：菊地優（北海道大学） 
幹事：小林正人（明治大学），近藤明洋（鹿島建設） 
委員：高山峯夫（福岡大学），秦一平（日本大学），人見泰義（日本設計），中西規夫（日

建設計），濱口弘樹（竹中工務店），三輪田吾郎（大林組），福喜多輝（清水建設），

荻野伸行（熊谷組），島本龍（日本原燃），藤山淳司（大成建設），加藤秀章（ブリ

ヂストン），犬伏徹志（神奈川大学） 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

免震構造設計指針英文化ＷＧ：免震構造設計指針（第 4 版）を英文に翻訳。 
 

2013 年度予算 200,000 円 ホームページ公開の有無：無 
委員会 HP アドレス： 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数      6 回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は除

く） 
１．『免震構造設計指針』（第 4 版） 

講習会 １．「免震構造設計指針」改定講習会 
          参加者数：東京 226 名、名古屋 58 名、大阪 84 名 

催し物 
（シンポジウム・セミナー等） 
＊能力開発支援事業委員会 
承認企画 

 

大会研究集会 
１．PD：免震・制振技術の現状と来るべき大地震への備え（建物の構造振動制御小

委員会と共同） 参加者数 460 名 
『構造部門(振動)パネルディスカッション資料：同上』  

対外的意見表明・パブ

リックコメント等  

目標の達成度 
（当初の活動計画と得られ

た成果との関係） 

１．3.11 以降における最新の免震技術の集約、観測記録の収集・分析を実施。 
２．当初の計画に従い、大会にて PD を開催。 
３．予定通り、指針（第 4 版）を刊行し、講習会を開催。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．英文指針の刊行については、すでに和文指針の査読を受けているにも拘わら

ず、再度査読が必要となり時間を要することから、来年度に持越しとなる。 
２．今年度は、委員会活動の大半が刊行物の出版、講習会・研究集会の準備と実

施に終始し、多忙であった。 
 


